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ひがしやまと 孫育てガイド ～「孫育て」で子育てを応援しよう！～ 

                 

祖父母

●刺激を受けて元気をもらえ、老化防止にな
ります。

●新たな生きがいが持て、セカンドライフが
充実します。

●夫婦や地域のつながりが深まります。

パパ・ママ

●子育ての負担やストレスが軽減されます。

●子育てと仕事の両立がしやすくなります。

●相談相手ができます。

子ども

●より多くの愛情を受け、情緒が安定します。

●社会性や他者への思いやりや理解が育まれ
ます。

●さまざまな価値観を知ったり、経験したり
できます。

地域

●地域の中につながりができ、防犯・防災力
がアップします。

●子どもと触れ合うことで地域に活力が生ま
れます。

●世代間の交流ができます。

孫育ての
メリット

晩婚化、出産年齢の高齢化、共働

き世帯の増加などで、子育ての環

境・状況は大きく変わりました。そ

れに伴い、不安を抱えながら子育て

している家庭も少なくありません。 

そんな中で豊かな経験を持つ、祖

父母世代は心強いサポーターです。 

親だけで子育てを背負うのでは

なく、祖父母や地域の人々も一緒に

子どもを見守り、成長を喜び、とき

には子育てに疲れているパパ・ママ

の気持ちに寄り添うことができれ

ば、子どもと子育て世代に笑顔が増

えるでしょう。また、祖父母世代に

とっても、子育て世代と関わりを持

つことで地域のつながりが生まれ

るでしょう。 

このガイドを「孫育て」の参考に

子育ての応援をお願いします！ 
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孫育ての基本・心得  パパとママが親として成長していくにあたり、先輩としてサポートすることは、祖父母にとっても新たな世界を 

知るよい機会となります。孫育てを始めるにあたり、基本を押さえておきましょう。 

 

 

・子育ての主役はパパとママです！

祖父母はあくまでもサポーターです。２人の育児をサポートする脇役であることを自覚しましょう。

・子育て方針を聞きましょう。

どんな子育てをしたいのか、どんなサポートをして欲しいのか、パパ・ママの気持ちを聞きましょう。
孫育ての基本は「パパ・ママの子育て方針」「お世話の方法」「手伝ってほしいこと」「してほしくない
こと」をよく聞き、パパ・ママの考える子育てができるようサポートすることです。

・お互いを否定せず、いったん受け止めましょう。

実際に子育てが始まると、親世代と祖父母世代で考え方ややり方が異なり、摩擦が起きることがあるかも
しれません。そんな時は、いったん「なるほど」「そうなの」と受け止めたうえで、「こういうやり方もあ
るよ」とか「こうしたらどうか」といった提案をしてみましょう。「それは違う」とお互いに否定しないよ
うにしましょう。

・祖父母自身も大切にしましょう。

自分の生活も大切です。ゆとりのある孫育てを楽しみましょう。孫は成長とともに手がかからなくなります。
頑張りすぎや無理は禁物です。
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 赤ちゃんのお世話はパパ・ママが中心。祖父母はサポートをお願いします！ 

妊娠期

•妊婦へのサポート
• ママが少しでも体を休めることができるよう、家事のサポートや上の子の相手をしてあげましょう。

•予定日を過ぎても静かに見守って
予定日はあくまでも目安。過ぎたとしても問題はありません。心配になる気持ちも分かりますが、パパ・マ
マへの問いかけは控えめにしましょう。

出産前後

• 急な入院、陣痛がきたときや、入院中・産後の上の子のお世話などは大変です。また、赤ちゃん返りをする
上の子も多いので上の子の気持ちに寄り添ってあげましょう。また、パパ・ママが上の子と一緒に遊ぶ時間
やゆっくり関われる時間がもてるように、祖父母が赤ちゃんのお世話をするのも良いです。

•産後のサポートの計画は、１か月まででなく３か月を目安にしましょう。産後１か月ですべてのサポートを
終わりにするのではなく、ママ、パパ、赤ちゃんの様子を見ながら徐々にサポートを減らしていきましょう。

•産後３週間後くらいから日常の食事作り、洗濯などの家事をしても問題ありません。急にパパ・ママの２人
でやることになると大変なので、ママの体調を見ながら少しずつパパ・ママにスライドしていきましょう。

乳幼児期に気をつけたいポイント

• 成長には個人差があり、それぞれ成長するペースがあるので、ゆっくりと成長を見守りましょう。

•スキンシップによる心地よい肌への刺激は、脳や神経系、運動機能を発達させ免疫力も高めます。

•車で外出する際はチャイルドシートを着用し、車に乗せたまま離れないようにしましょう。

• 乳幼児は視界に入り、手の届く場所にあるもの全てに興味を示し、手でつかもうとします。誤飲や怪我の原
因になるものは置かないようにしましょう。

•乳幼児にとって、卵・乳製品・小麦・落花生等の食品はアレルギーの原因となる場合があります。また、は
ちみつはボツリヌス菌などの細菌が含まれる場合がありますので、腸内細菌が少ない１歳未満には食べさせ
ないようにしましょう。
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今どきの妊娠・育児の基礎知識 
 

                               

                            
妊娠から子育て期は生活が劇的に変化

し、家族関係や人間関係も濃厚になります。 

ママの気持ちもホルモンの関係などで頻

繁に変化するので、必要な支援も変わりま

す。コミュニケーションをとって、応援して

いきましょう。 

妊娠期の母体の安定、とくに精神的な安

定はお腹の赤ちゃんの成長に大きくかかわ

ってきます。 

産後はホルモンの嵐がママの心と身体に

急激な変化をもたらし、また、初めての子育

ても始まり、精神的にも体力的にも大きな

負担となります。 

豊かな経験を持つ祖父母世代は心強いサ

ポーターです。時代の変化によって、子育て

を取り巻く環境や情報も進歩しているた

め、「昔」と「今」の子育ても変化していま

すが、徐々に新しい家族との生活に慣れる

ためにも、祖父母がおおらかな気持ちで、サ

ポートをお願いします。 

妊娠中の食事

• 今：栄養のバランスが
とれた食事とり、適正
な体重管理が大事。
体重が増えすぎること
も心配。

•昔：「2人分食べなく
ちゃ」「赤ちゃんの分
も食べて」（栄養状態
がよくない時代）

「妊婦帯」

• 今：骨盤固定帯、マタ
ニティガードル等を希
望で着用。医学的には
かならずしも必要では
ない。

•昔：おなかを支えるた
めに「さらし」を巻い
た。※安産を願って妊
娠5か月の戌の日に腹
帯をつける帯祝い（着
帯）は日本古来の風習。

ミルクとおっぱい

• 今：母乳には免疫物質
等が含まれますが、ミ
ルクも成長に必要な栄
養配分なので、どちら
でもママが納得できる
方法で大丈夫。「母乳
でないの？」「ミルク
足したら？」の一言で
傷つくこともある。

•昔：ミルクの方が母乳
より栄養があり、子ど
もがよく育つと言われ
ていた。

だっこ

• 今：子どもにとって抱っこは心の栄
養。抱っこされることで情緒豊かに。
抱き癖は気にせず、赤ちゃんが泣い
たらすぐ抱っこ。

•昔：泣いたらすぐに抱くと抱きぐせ
がつくから、抱っこせず少し泣かせ
ておいた。

うつぶせ寝

• 今：乳幼児突然死症候群を発症する
可能性があるので、寝かせるときは
仰向けで。うつぶせにするときは目
を離さない。

•昔：頭の形がよくなる、よく寝る。
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・虫歯予防への意識

今:赤ちゃんの口の中には虫歯菌はいない。
虫歯菌は大人の唾液を通して感染。大人が
かみ砕くのも、スプーンや箸の共有もＮＧ。
子ども専用の箸やスプーンを用意。

昔：親の箸で食べ物を与えたり、親が口で
かみ砕いて与える。虫歯予防への意識は低
かった。

・トイレトレーニング

今：始める時期はさまざまです。パンツを
脱ぐ、排せつ、パンツをはくという一連の
動作ができることを目的にする。成長とと
もにおむつは外れるので、焦らず見守る。

昔：1 歳の誕生日を過ぎたら、おまるに座
らせて、おむつを外す努力をした。

・子どもの教育

今：子ども一人ひとりの個性を尊重して、
押し付けのない子育てを心がける。

昔：「女の子らしさ」「男の子らしさ」を
大切にして育てた。

・子どもを預ける、幼稚園・保育園・こども園

今：事情があるときや息抜きをしたいときなどに預かっ
てもらえるサービスが広まっている。幼稚園と保育園の
両方の良さを併せ持つこども園が増え、仕事に関わらず
利用でき、預かり時間も長い。

昔：気軽に子どもを預けられる施設はなかった。ママが
専業主婦だと幼稚園、働くママだと保育園に入園が一般
的だった。

・スマホ育児

祖父母世代が育児した時代にはなかったスマホ。

今は、0歳から育児へのスマホ活用（泣きやませるグッズや知
育教材など）が増えた。一方、心と体の基礎を作る大切な乳幼
児期は外遊びなどを通じて、子どもの体力、運動能力、五感や
共感力を育む時期。スマホは便利なツールだが、身体への影響
も心配なので、メリット、デメリットを知り、依存しすぎず、バラ
ンスよく生活の中に取り入れるようにしたい。

・ワークライフバランス・地域の子育て環境

今：産後も仕事を続ける女性、子育てに関わる男性が増加。夫婦で育児
をする風潮に。男性も育児休暇を取れるようになり、パパの出番が増え
た。地域のつながりの希薄化で、ママが孤立しがち。自治体や支援サー
ビス、育児を支援する機関が増えている。

昔：「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という役割分担や、3 歳までは
母親が育てるべきという意識が高かった。親以外にも、地域の大人や年
長の子どもが、小さな子どもを見てくれていた。
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•ふれあいあそび スキンシップをとるこ
とで「愛情ホルモン」と呼ばれるホルモ
ンが分泌され、安心感や幸福感を高める
効果があるいわれています。ゆったりし
た気持ちであやしたり、歌ったりして、
心地よい時間をすごしましょう。

•読み聞かせ 子どもの想像力や知的好奇
心、集中力を高め、言葉を覚えるきっか
けにもなります。子どもの想像力をぐん
ぐん伸ばし、言葉を覚えるきっかけにも
なります。

•お散歩 歩き始める前でも、ベビーカー
などで家の周りのお散歩。自然の中にな
る楽しいいおもちゃ（太陽・風・草・
花）を感じてみましょう。たんぽぽの綿
毛を吹く、草笛を鳴らすなど楽しいです。

0～１歳

•身体をつかったあそび 走る、シャンプ
などからだが活発に動きます。「なん
で？」という質問が多くなり、色んなこ
とに興味関心を持つ時期です。空想の世
界や探索活動を楽しみましょう。

•言葉も増えて自己表現や行動の幅がグン
と広がる頃。なんでもひとりでやりたい
時期です。見守りながら見てくれている
安心感を育みましょう。一方で「イヤイ
ヤ期」と呼ばれる時期に突入。自己主張
も増え、大人の忍耐も試されるので、こ
れまでの子育ての経験を活かしてサポー
トしていきましょう。

•ごっこあそび ごっごあそびから社会の
ルールや人間関係を学んでいきます。

•歌と手遊び わらべうたや童謡などを歌
ったり、合わせて体や手を動かし、一緒
に楽しみましょう。

2～3歳

•簡単なルールのあるあそび ルールのあ
るあそびが理解でき、楽しめます。カー
ドゲームやかるた・オセロなど楽しんで
みましょう。

•指先を使ったあそびができるようになり
ます。また、集中力が高まり、試行錯誤
することを楽しめるので、折り紙・あや
とり・けん玉などもおすすめです。

•数字や文字に興味を持ちはじめる時期な
ので、まずは遊びの感覚で一緒に楽しみ
ながら練習してみましょう。

•身近な大人の真似をしたいと思う時期で
す。お料理、洗濯物をたたむ・干すなど
の家事のお手伝いをしてもらうのもおす
すめです。

•幼児は、楽しそうな大人が大好きなので
孫に合わせすぎす、自分の好きなことを
一緒に楽しむとよいでしょう。

4～5 歳児

 

                              

 

孫の年齢に合わせた遊びを楽しみましょう！ 


